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は じ め に
情報処理センター冨1所長 田 川 光 照
昨秋、全学リプレイスカ桁われ、愛知大学の情報処理環境が噺 された。OSにはWindows2000を採用し、最新のネ
ットワークシステムが稼働している。
巷では、パソコン本体や周辺機器の低価格化 ・高e化 ・多様ずヒ、また記憶装置 ㎝)の 大容量化が話題になって
いる。ハード面の進化は、パソコンを計算の道具 ビジネス文書作成の道具から、いわば総台的マルチメディア受容
機としての利用を可能にしつつある。
日本政府も 「IT立国」を掲げ、「IT講習会」開催のための補助金を自治隅こ出し、また、5年後をめどに日本の全世
帯が高速インターネット網に接続できるようインフラを整備すべく動き出した。
また、(:ATV接続や⑳SL接続といったインターネットへの常時凄続が普及しつつある一方で、携帯電話やPHSがイン
ターネット端末としての役割を担うようになった。
これらを背景に、情報処理センターが担う教育機関としての役割が今後ますます大きくなっていくであろう。2002
年度からはじまる予定の新々カリキュラムとの関係では、正規カリキュラムを補完する各種講習会、とくにワープロ
および表計算の講習会を充実させねばならない。また、インターネット時代に対応するモラル ・セキュリティに関す
る教育も積極的に展開する必腰がある。
しかし、同時に、根本的に考えなければならない問題もある。
先日、ある人が 「最近の学生がワープbで謝 、た文章をみると、以前の手書きで書かれていた頃に比ぺて雑になっ
ているような気がする」と言うのを聞いた。つまり、手書きで文章を書くときには、あらかじめ内容 ・構想をしっか
りと固めてから取りかかる必要があるが、ワーフ勾で書く場合には修正が手書きに比べてはるかに楽にできるため、
とりあえず適当に書き始めることができるということに起因しているのではないか、と言うのである。
この指摘は、ワープロで文書を作成するときの二面性をついている。すなわち、修正のしやすさというメリットと
その裏にあるデメリットである。しかし、考えてみ報ま、修正のしやすさは内容 ・構成がしっかりした文書を仕上げ
るのに大きな力を発揮するわけで、私自身、文章を書くとき必ずパソコンの前に座るのはこの理由による。それがデ
メリットに反転するとすれば、そもそも書くという行為の訓係勅 次如 していることに由来するのではないだろうか。
こ弼ま、書くという行為の経験が少ないという意味ではない。電子メールの利用や、Webページ上の掲示板への書き込
みなどによって、現在の学生の方がほんの数年前の学生と比べても書く機会は多くなっているのではないかと思うか
らである。
学生がたとえばレポー トをパソコンで作成する場合、必要に応じてインターネヅト経由で情報を収集したり、表計
算ソフトでデータを処理したりしながら、最後はワープbソフトでまとめるということになろうが、そのレポートが
説得力あるものになるかどうかは、いかにまとめるかにかかっている。要するに、表現の問題であり、書き方の問題
である。こ揺ま何もパソコンで文書を作成するときだけの問題ではなく、手書きの場合も同じであるが、とくにパソ
コンを使う場合のメリットを最大限生かし、デメリヅトに反転させないためには、それなりの教育が必要なのかもし
れない。しかし、これほど難しいものはない。
何をどう書くか、どう表現するかという問題は、情報処理教育以前の問題である。
